
1 　Vol.８/ No.1　2026年１月

日野原重明記念
「新老人の会」東京  会報

Keep on going!

Vol.8/No.1
２０２６.１

2026年１月発行／通巻28号

ジ
ョ
ブ
ズ
は
ビ
ジ
ネ
ス
で
世
界
の
頂
点

を
極
め
大
富
豪
に
。
し
か
し
彼
は
五
十

六
歳
と
い
う
若
さ
で
こ
の
世
を
去
り
ま

し
た
。
晩
年
、
彼
は
東
洋
哲
学
に
目
覚

め
、
亡
く
な
る
直
前
「
大
切
な
の
は
ど

れ
だ
け
得
た
か
、
で
は
な
く
、
ど
れ
だ

け
与
え
た
か
」「
飽
く
な
き
富
へ
の
欲

求
は
人
格
を
歪
め
て
し
ま
う
。
富
は
墓

場
へ
は
持
っ
て
い
け
な
い
。
持
っ
て
い

け
る
の
は
愛
す
る
人
と
の
幸
せ
な
思
い

出
だ
け
だ
」

　

彼
は
富
よ
り
も
っ
と
大
切
な
こ
と
、

人
間
関
係
、
芸
術
、
夢
に
人
生
を
捧
げ

な
さ
い
と
語
り
ま
し
た
。
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
進
歩
は
物
質
的
豊
か
さ
を
も
た

ら
し
ま
す
が
、
音
楽
は
心
の
豊
か
さ
を

育
む
「
感
動
」
を
伝
え
ら
れ
る
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

【
何
を
伝
え
る
か
】

　
自
分
の
欲
求
で
は
な
く
、
次
の
世
代

が
お
互
い
を
大
切
に
慈
し
む
愛
を
育

み
、
包
ま
れ
る
心
を
伝
え
て
い
く
。
そ

の
行
動
が
創
造
、
即
ち
創
め
る
こ
と
。

耐
え
る
こ
と
は
「
伝
え
る
」
行
動
を
続

け
る
こ
と
。
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、

次
の
世
代
の
幸
せ
な
未
来
へ
何
を
残
せ

る
か
を
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
、
未
来

を
照
ら
す
尊
い
光
の
道
標
と
な
る
で

し
ょ
う
。

　
「
新
老
人
の
会
」
の
三
つ
の
柱
を
伝

え
る
行
動
は
、
私
に
と
っ
て
次
の
世
代

の
幸
せ
を
願
う
祈
り
を
込
め
た
演
奏
で

す
。

を
伝
え
て
き
ま
す
。

【
生
き
て
い
る
魂
を
伝
え
る
】

　
ア
メ
リ
カ
留
学
を
終
え
、
イ
タ
リ
ア

の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
フ
ォ
ネ
弦
楽
四
重

奏
団
で
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
と
し
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
十
年
間
演
奏
し
て
き
ま
し

た
。
当
初
、本
場
で
日
本
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
音
楽
を
仕
事
と
し
て
や
っ
て
よ
い

の
か
？
と
メ
ン
バ
ー
に
気
持
ち
を
ぶ
つ

け
る
と
、「
君
の
国
籍
で
は
な
く
、
新

し
い
感
性
、
視
点
が
音
楽
に
新
し
い
命

を
与
え
る
の
だ
よ
」
と
答
え
て
く
れ
ま

し
た
。
演
奏
は
歴
史
の
再
現
で
は
な
く
、

「
生
き
て
い
る
魂
の
表
現
を
伝
え
る
こ

と
」
な
の
だ
と
目
か
ら
鱗
で
し
た
。

【
愛
を
伝
え
る
】

　
残
さ
れ
た
六
十
秒
、
さ
て
、
人
は
何

を
伝
え
る
の
か
。
物
質
的
要
求
、
権
利

の
主
張
、
喜
怒
哀
楽
の
表
現
、
様
々
な

「
欲
」
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
痛
ま
し
い

飛
行
機
墜
落
事
故
で
、
フ
ラ
イ
ト
ア
テ

ン
ダ
ン
ト
は
冷
静
に
状
況
を
説
明
し
続

け
、
乗
客
は
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
さ
ず
に

運
命
を
悟
り
、「
愛
し
て
い
る
」
と
走

り
書
き
の
メ
モ
を
書
き
留
め
、
電
話
で

幼
い
子
供
へ
「
マ
マ
は
遠
く
に
行
く
か

ら
パ
パ
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
ね
」
と

短
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
ま
し
た
。
限

ら
れ
た
時
間
に
こ
そ
、
本
当
に
伝
え
た

い
こ
と
に
気
が
付
く
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

【
次
の
世
代
へ
伝
え
る
行
動
】

　
ア
ッ
プ
ル
の
創
業
者
、ス
テ
ィ
ー
ブ
・

は
、
一
学
年
四
十
人
の
一
ク
ラ
ス
の
み
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
専
攻
は
一
学
年
十
人
で

男
は
二
人
。
そ
の
一
人
と
し
て
御
茶
ノ

水
の
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
通
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
ヴ
ィ
オ
ラ
に
出
会
い
、
そ

の
豊
か
な
響
き
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
、
今
の
天
皇
陛
下
が
ま
だ
皇
太

子
で
い
ら
し
た
頃
に
御
指
南
を
仰
せ
つ

か
っ
て
い
た
先
生
に
「
ヴ
ィ
オ
ラ
っ
て

ど
ん
な
楽
器
で
す
か
？
」
と
質
問
す
る

と
、
先
生
は
何
も
語
ら
ず
、
演
奏
さ
れ

て
い
る
そ
の
楽
器
を
さ
っ
と
、
直
接
弾

か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
瞬
間
！
心

が
感
動
で
震
え
ま
し
た
。
正
に
言
葉
で

は
な
く
「
ヴ
ィ
オ
ラ
の
魅
力
」
を
伝
え

て
頂
い
た
瞬
間
で
し
た
。
そ
し
て
藝
大

へ
進
み
、
ア
メ
リ
カ
の
州
立
シ
ン
シ
ナ

テ
ィ
大
学
音
楽
院
へ
全
額
奨
学
金
と
生

活
費
支
給
を
受
け
留
学
。
世
界
各
国
の

演
奏
家
の
卵
た
ち
と
一
緒
に
学
び
ま
し

た
。
言
葉
や
文
化
、
人
種
、
宗
教
を
超

え
て
、
共
に
ひ
と
つ
の
個
性
と
し
て
お

互
い
の
心
の
動
き
を
感
じ
、
協
力
し
て

音
楽
を
創
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
言
葉
の

無
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
作
曲
家

の
心
が
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
の
よ
う
に
、

時
代
を
超
え
て
私
た
ち
演
奏
家
に
感
動

　
　

　
「
音
楽
に
は
言
葉
で
は
伝
え
ら
れ
な
い

世
界
が
あ
る
」
日
野
原
重
明
先
生
の
座

右
の
銘
で
も
あ
り
ま
し
た
。「
新
老
人
の

会
」
の
講
演
会
の
後
半
に
は
音
楽
会
を

組
み
合
わ
せ
て
、
と
の
先
生
の
ご
遺
志

に
よ
り
、
私
も
た
び
た
び
演
奏
を
さ
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。
私
の
父
・
植
村
研
一

は
、
ア
メ
リ
カ
で
脳
神
経
外
科
専
門
医

に
認
定
さ
れ
、
聖
路
加
国
際
病
院
に
て

日
野
原
先
生
と
机
を
並
べ
て
臨
床
、
研

究
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
父
は

シ
ョ
パ
ン
を
愛
し
、
今
で
も
ピ
ア
ノ
を
弾

い
て
い
ま
す
。
そ
の
ご
縁
も
あ
り
、
日

野
原
先
生
は
私
の
毎
年
の
東
京
で
の
リ

サ
イ
タ
ル
に
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

【
感
動
を
伝
え
る
】

　

私
は
天
皇
陛
下
が
演
奏
さ
れ
る
楽

器
、
ヴ
ィ
オ
ラ
を
弾
い
て
い
ま
す
。
東

京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
附
属
音
楽
高
校

伝
え
る東

京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
演
奏
講
師

藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
管
弦
楽
団
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者�

植
村　
理
一
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こ
と
は
考
え
な
い
と
ビ
ナ
ー
ド
氏
は
話
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
日
野
原
重
明
先
生
の
理
念
に

も
通
じ
「
新
老
人
の
会
」
の
行
動
目
標
と
も

共
通
す
る
考
え
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
﹃
S
D
G
s
﹄
が
何
の
略
か
、
日
本
語
で
何

を
意
味
し
て
い
る
か
と
の
問
い
に
、
会
場
で

は
正
確
に
答
え
ら
れ
た
人
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
世
界
中
で
今
も
こ
の
﹃
S
D
G
s
﹄
を

語
る
の
は
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
ぐ
ら
い
。
教
育

現
場
で
「
今
、
地
球
が
危
な
い
！
」
と
子
ど

も
の
危
機
感
を
煽
っ
て
こ
の
教
育
を
し
て
い

る
が
、
実
際
に
今
何
か
を
行
う
た
め
の
知
恵

を
持
ち
、
財
力
も
あ
る
大
人
は
忘
れ
て
い
る
。

﹃
S
D
G
s
﹄
の
た
め
に
、
核
兵
器
を
含
む
兵

器
や
原
発
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
な
ど
を
削
減

し
よ
う
と
は
言
わ
な
い
。

　

日
本
語
は
、
ロ
ー
マ
字
や
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
で
書
い
た
り
省
略
し
た
り
す
る
こ
と
で
本

質
を
ぼ
や
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
人
は

疑
う
前
に
ひ

れ
伏
し
て
し

ま
う
の
で
は

な
い
か
と
も

言
わ
れ
ま
し

た
。

　

軍
歌
﹃
海

ゆ
か
ば
﹄は
、

万
葉
集
の
大

伴
家
持
の
歌

を
作
者
の
真

意
を
変
え
、

国
家
の
た
め

に
行
動
し
よ
う
と
歌
わ
せ
て
い
ま
す
。
谷
川

俊
太
郎
氏
の
﹃
い
る
か
﹄
の
詩
は
、
読
ん
だ

時
の
音
を
楽
し
み
ど
う
受
け
取
る
か
は
そ
れ

ぞ
れ
の
人
に
委
ね
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
日
本

の
様
々
な
歌
や
言
葉
は
、
時
間
軸
を
長
く
す

る
こ
と
で
分
か
る
こ
と
も
あ
る
と
知
っ
て
ほ

し
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
紙
芝
居
を
二
点
。

　
「
紙
芝
居
は
、
電
源
も
コ
ン
セ
ン
ト
も
必
要

な
く
、
い
つ
で
も
ど
ん
な
場
所
で
も
視
覚
を

も
っ
て
強
烈
な
印
象
と
共
に
伝
え
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
メ
デ
ィ
ア
」
と
は
早
乙
女
勝
元

氏
の
言
葉
。
ビ
ナ
ー
ド
氏
は
、「
戦
前
の
紙
芝

居
と
今
の
紙
芝
居
が
同
じ
木
枠
に
入
れ
て
見

ら
れ
る
。
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
の
よ
う
に
頻

繁
に
機
種
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
」
と
微

笑
み
つ
つ
、
先
ず
一
九
四
四
年
に
高
橋
五
山

が
国
の
依
頼
で
作
成
し
た
﹃
キ
ン
タ
ラ
ウ
ノ

ラ
ク
カ
サ
ン
ブ
タ
イ
﹄（
金
太
郎
の
落
下
傘
部

隊
）
を
。
一
九
四
二
年
八
月
に
お
き
た
実
話

だ
が
、
実
は
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
立
場
は
逆

で
あ
っ
た
こ
と
が
戦
後
に
判
明
。
今
年
四
月
、

当
会
の
講
演
会
で
正
置
友
子
先
生
が
語
ら
れ

た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
の
絵
本
が
日
常
生

活
に
入
り
込
む
こ
と
の
怖
さ
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
こ
の
学
び
を
常
に
心
に
留
め
て
お
か

ね
ば
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
二
〇
一
九
年
に
出
版
さ
れ
た
ビ
ナ
ー

ド
氏
の﹃
ち
っ
ち
ゃ
い
こ
え
﹄。
丸
木
位
里
氏
・

俊
氏
の
「
原
爆
の
図
」
を
土
台
に
全
十
五
部

の
連
作
か
ら
絵
を
選
ん
で
切
り
取
り
七
年
が

か
り
で
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
主
人
公
は
猫
。

報告

　

雨
に
も
拘
わ
ら
ず
満
席
と
な
っ
た
会
場
。

石
清
水
世
話
人
代
表
の
挨
拶
に
続
き
、「
新
老

人
の
会
」
の
活
動
を
纏
め
た
D
V
D
を
上
映
、

皆
で
思
い
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
師
は
、
日
本
人
と
異
な
っ
た
も

の
の
見
方
や
考
え
方
を
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

て
話
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
人
の
ア
ー
サ
ー
・
ビ

ナ
ー
ド
氏
。
顧
問
の
早
乙
女
愛
氏
が
ご
縁
を

繋
い
で
く
だ
さ
り
、
今
回
の
講
演
会
が
実
現

し
ま
し
た
。

　

ビ
ナ
ー
ド
氏
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
生
時

代
に
人
と
の
出
会
い
に
よ
り
イ
タ
リ
ア
語
・

タ
ミ
ー
ル
語
そ
し
て
日
本
語
を
学
び
、
言
葉

が
変
わ
る
と
物
事
の
見
方
、
映
り
方
が
変
わ

り
、当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
違
っ

て
く
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
た
そ
う
で
す
。

　

二
十
六
文
字
で
表
す
英
語
と
異
な
り
、
三

種
類
の
文
字
﹃
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
・
莫

大
な
数
の
漢
字
﹄
で
表
す
日
本
語
と
の
出
合

い
に
よ
り
大
学
卒
業
と
同
時
に
来
日
。
日
本

に
住
ん
で
み
て
、
日
本
語
も
移
り
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
を
知
り
、
時
間
軸
か
ら
日
本
語
を

考
え
る
と
長
く
生
き
て
こ
そ
分
か
る
こ
と
が

あ
る
、
そ
れ
を
「
新
老
人
の
会
」
の
私
た
ち

と
共
有
し
た
い
と
講
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
﹃
し
ゅ
う
か
つ
﹄
と
聞
く
と
、
ど
の
漢
字
を

思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。
二
〇
一
二
年
の
日
経

新
聞
で
初
め
て
掲
載
さ
れ
た
の
が
就
職
活
動

の
﹃
就
活
﹄。
経
済
活
動
中
心
の
当
時
の
日
本

ら
し
い
言
葉
で
す
。
し
か
し
、現
在
で
は
﹃
終

活
﹄
が
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

ビ
ナ
ー
ド
氏
の
住
む
広
島
で
、
年
四
回
無
料

で
配
布
さ
れ
る
老
人
向
け
の
情
報
誌
で
は
タ

イ
ト
ル
が
、
二
〇
二
一
年
の
﹃
今
す
ぐ
で
き

る
終
活
﹄
か
ら
﹃
初
め
て
の
終
活
﹄﹃
と
き
め

き
終
活
﹄
そ
し
て
今
夏
に
至
っ
て
は
﹃
今
注

目
の
樹
木
葬
﹄
と
変
化
し
た
と
の
こ
と
。
老

人
こ
そ
豊
か
な
経
験
か
ら
地
球
を
救
う
こ
と

が
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
の
で
、﹃
終
活
﹄
に

大
切
な
時
間
を
費
や
す
こ
と
な
く
一
日
一
日

を
フ
ル
に
生
き
た
い
。
人
生
を
畳
ん
で
い
く

ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
氏
講
演
会

ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
氏
講
演
会

「
知
ら
な
か
っ
た
︑
僕
ら
の
日
本
語
」

「
知
ら
な
か
っ
た
︑
僕
ら
の
日
本
語
」

二
〇
二
五
年
十
月
十
一
日　
13
～
16
時　
ホ
テ
ル
・
ル
ポ
ー
ル
麹
町
参
加
者
89
名

講
演
と
コ
ン
サ
ー
ト
の
集
い

講演中の
アーサー・ビナード氏



初
め
て
の
句
会
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コ
ン
サ
ー
ト

コ
ン
サ
ー
ト

植
村
理
一
氏
︵
ヴ
ィ
オ
ラ
︶
と

植
村
理
一
氏
︵
ヴ
ィ
オ
ラ
︶
と

松
田
希
美
氏
︵
ピ
ア
ノ
︶
に
よ
る

松
田
希
美
氏
︵
ピ
ア
ノ
︶
に
よ
る

ヴ
ィ
オ
ラ
・
ソ
ロ
と

ヴ
ィ
オ
ラ
・
ソ
ロ
と

ヴ
ィ
オ
ラ
︑
ピ
ア
ノ
・
デ
ュ
オ

ヴ
ィ
オ
ラ
︑
ピ
ア
ノ
・
デ
ュ
オ

　
リ
ハ
ー
サ
ル
で
、
ビ
ナ
ー
ド
氏
と
お
二
人

の
深
い
ご
縁
が
判
明
。
様
々
な
お
話
を
挟
み

な
が
ら
の
演
奏
は
、
日
野
原
先
生
の
平
和
へ

の
思
い
や
人
が
集
い
出
会
う
こ
と
の
意
味
を

深
く
考
え
る
温
か
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

初心者のためのスマホ講座⑪初心者のためのスマホ講座⑪
スマホを安心して楽しもう～安全の基本の再確認とAIの世界～
　みなさん、こんにちは。デジタル推進委員の伴　克子
です。本年もどうぞ宜しくお願い致します。
　スマホって便利だけど「なんだかちょっと心配…」「こ
れって大丈夫かな？」と思うこと、ありますよね。でも、
ほんの少しのコツを知っておくだけで、ぐっと安心です。
今日はその「安心のコツ」と、最近話題の「AI」のこと
をお届けします。
① スマホやアプリは新しく保とう
　スマホが「更新しますか？」と聞いてきたら、できる
だけ早めに「はい」にしましょう。これをそのままにして
いる方がとても多いです。
　この更新には、「壊れにくくする」「守りを強くする」
などの大事な修理が入っています。
② パスワードは大切なカギ
　スマホの中には、あなたの写真や連絡先、大事な思い
出がいっぱい。だから、パスワードはしっかり守りましょ
う。「1234」や誕生日のように簡単な数字はNG。英語・
数字・記号を混ぜるだけでも安全度がアップします。
　覚えるのが大変なときは、スマホに入っている「パス
ワードを覚える機能」を使うと安心です。iPhoneでは
「iCloudキーチェーン」、Androidスマートフォンでは
「Google�パスワードマネージャー」という機能が標準的
に使われます。
③ あやしいメッセージには気をつけて
　「荷物をお届けします」「登録を更新してください」な

デジタル庁デジタル推進委員
伴　�克子（東京会員�福岡在住）

どのメッセージが届いたら、あわてず深呼吸。前回の会報
にも書いていますので、たまに見返していただけると嬉し
いです。
　リンクを押す前に、「本当にこの会社からかな？」と疑
うことも大事です。公式のアプリやホームページで確かめ
ましょう。

　ここまでが“安心の基本”。でも、スマホは“楽しむ道具”
でもあります。最近はAI（人工知能）という、すごい味方
も登場しています。
　たとえば、冷蔵庫の材料からレシピを提案してくれたり、
旅行の相談に乗ってくれたり、いろんな事を話しかけると
答えてくれます。難しく考えずに、ちょっと触ってみると
「へぇ、便利！おもしろい！」と思えます。AIを使うときも、
個人情報をむやみに入れないことだけ意識していれば
OK。安心して、ちょっとワクワクする世界をのぞいてみ
ましょう。

　 もっとスマホやAIのことを知りたい方へ
　私の本『人生100年時代 おしゃべり
AIが最高の相棒になる』（Amazon発
売中）では、AIを“話し相手のように”
使えるよう、やさしく紹介しています。
よかったら、あなたのスマホライフの
参考にしてみてくださいね。

全
て
の
生
命
体
は
放
射
線
・
放
射
物
質
の
ダ

メ
ー
ジ
を
一
生
背
負
っ
て
い
く
こ
と
。
細
胞

レ
ベ
ル
で
じ
り
じ
り
と
命
を
蝕
ん
で
い
く
ピ

カ
の
本
質
を
体
の
中
の
細
胞
の
ち
っ
ち
ゃ
い

こ
え
を
通
し
て
教
え
て
く
れ
、
私
た
ち
が
こ

れ
か
ら
先
ど
う
し
た
ら
生
き
て
い
け
る
か
を

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

飛
鳥　
蘭

　
﹃
初
め
て
の
句
会
﹄
で
は
十
一
月
に
荻
窪

で
吟
行
句
会
を
催
行
。
荻
窪
駅
か
ら
徒
歩
で

回
れ
、
俳
人
に
は
知
ら
れ
た
吟
行
地
で
す
。

折
し
も
小
春
日
和
で
、
銀
杏
、
楓
、
櫨
、
欅

等
等
の
も
み
じ
を
堪
能
し
ま
し
た
。

●
掃
き
寄
せ
し
上
に
次
々
色
葉
散
る
夢
子

※
大
田
黒
公
園
:
音
楽
評
論
家
の
大
田
黒
元
雄
氏
屋

敷
跡
地
に
造
ら
れ
た
回
遊
式
庭
園
。
殊
に
心
惹
か
れ

た
の
は
大
田
黒
氏
の
仕
事
場
の
煉
瓦
色
の
記
念
館

で
、
氏
愛
用
の
ス
タ
ン
ウ
ェ
イ
の
ピ
ア
ノ
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。　

●
鈍
色
の
舶
来
ピ
ア
ノ
小
六
月緑

※
荻
外
荘
:
一
九
三
七
年
、
政
治

家
近
衞
文
麿
が
移
り
住
み
、
当
時

の
政
治
の
場
に
。
文
麿
の
自
決
の

地
で
も
あ
り
ま
す
。

●
神
去
月
荻
外
荘
の
彼
の
客
間

宏
子

※
角
川
庭
園
:
俳
人
で
角
川
書
店

創
始
者
角
川
源
義
の
旧
邸
。
庭
園

に
面
し
た
詩
歌
室
で
句
会
を
。

●
源
義
の
硯
那
智
黒
芒
の
穂

蘭

○
投
句
に
つ
い
て

　
当
季
雑
詠
　
二
句
　
い
つ
で
も
可

メ
ー
ル
投
句　

viridia@
icloud.com
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今
年
度
の
世
話
人
会
の
体
制

報告

日
野
原
重
明
記
念
「
新
老
人
の
会
」

全
国
連
絡
会
　
東
京
集
会

　
二
〇
一
九
年
、「
新
老
人
の
会
」
本
部
、
支

部
が
、ラ
イ
フ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー

か
ら
独
立
し
た
際
、
ゆ
る
や
か
な
連
携
を
維

持
し
た
い
と
「
新
老
人
の
会
」
全
国
連
絡
会

を
組
織
し
ま
し
た
。

　

代
表
に
熊
本
の
小
山
和
作
氏
、
副
代
表
に

大
阪
の
三
木
哲
郎
氏
、
事
務
局
は
東
京
の
石

清
水
由
紀
子
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
以
来
七
年
に
な
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
二
〇
二
二
年
に
、
三
木
副
代
表
の
ご
尽
力

で
Z
o
o
m
会
議
を
開
催
。
翌
二
〇
二
三
年

は
東
京
で
集
会
を
、
二
〇
二
四
年
は
松
本
で

集
会
を
開
催
。
今
回
は
、
三
回
目
の
集
会
と

な
り
ま
し
た
。
現
在
も
存
続
し
て
い
る
会
は

二
十
、
今
回
は
十
一
の
会
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
：
早
乙
女
愛
氏
の
講
演
「
戦
後
八
十
年

目
の
対
話
―
映
像
で
た
ど
る
日
野
原
重
明
・

命
の
記
憶
―
」
は
、
日
野
原
先
生
が
、
京
都

大
学
医
学
部
の
四
年
生
時
、
七
三
一
部
隊
の

映
像
と
講
義
を
石
井
中
将
か
ら
受
け
た
こ
と
、

戦
時
中
の
聖
路
加
国
際
病
院
で
の
体
験
な
ど

を
具
体
的
に
語
る
映
像
を
も
と
に
、
戦
争
、

戦
災
の
実
相
に
迫
る
も
の
で
し
た
。
会
報
四

月
号
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

円
卓
会
議
：

全
国
各
会
か

ら
十
七
人
、

東
京
の
会
か

ら
六
人
が
加

わ
り
二
十
三

人
、
傍
聴
席

に
八
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
各
会
か
ら
事
前
に
提
出
し
て

い
た
だ
い
た
討
議
資
料
を
も
と
に
、
各
会
の

現
状
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

地
域
の
事
情
の
中
で
、
次
世
代
に
平
和
を
発

信
す
る
活
動
に
話
題
が
集
中
し
、
三
時
間
に

及
ぶ
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
Z
o
o
m
会
議
で
は
な
く
、
集

会
を
と
の
要
望
が
あ
り
、
来
年
は
、
鹿
児
島

で
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

夕
食
交
流
会
：
全
国
の
各
会
と
東
京
の
会
か

ら
合
わ
せ
て
三
十
四
人
が
参
加
、「
新
老
人
の

会
」
の
理
念
の
も
と
に
活
動
し
て
い
る
皆
様

が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
の
意
義
を
再
認
識
し

ま
し
た
。
最
後
に
集
合
写
真
を
撮
っ
て
「
来

年
は
鹿
児
島
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」
と
、

散
会
し
ま
し
た
。

日　
　
時
：
２
０
２
５
年
11
月
22
日
㈯
13
時
～

‌

20
時

会　
　
場
：
ホ
テ
ル
・
ル
ポ
ー
ル
麹
町
3
階

プ
ロ
グ
ラ
ム
：�
・
講
演
会　
早
乙
女
愛
氏
「
戦
後
80
年
目
の
対
話
―
映
像

で
た
ど
る
日
野
原
重
明
・
命
の
記
憶
―
」　‌

・
円
卓
会
議　
・
夕
食
交
流
会

参
加
者
数
：
・
講
演
会
51
人  
・
円
卓
会
議
31
人  

・
夕
食
交
流
会
34
人

　
「
新
老
人
の
会
」
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
創
設
か
ら

四
半
世
紀
、
そ
し
て
、
二
〇
一
九
年
一
月
に
「
新

老
人
の
会
」
東
京
と
し
て
独
立
し
て
か
ら
八
年
目

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
会
員

の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

顧
問
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
七
人
の
先
生
方

に
は
、
会
報
の
巻
頭
言
の
ご
執
筆
や
講
演
を
し
て

い
た
だ
く
な
ど
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

�

加
藤
登
紀
子
、
香
山
リ
カ
、
川
越
厚
、
早
乙
女
愛
、

　
日
野
原
眞
紀
、
家
森
幸
男
、
湯
川
れ
い
子

�

（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

　

世
話
人
は
、
次
の
十
五
人
の
方
々
で
す
。
二
〇

二
五
年
一
月
、
牧
壮
氏
が
ご
高
齢
に
よ
り
辞
任
さ

れ
た
た
め
、
新
た
に
大
室
章
氏
に
加
わ
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
世
話
人
代
表　
石
清
水
由
紀
子

　
副
代
表　
水
口
緑

　
監　
事　
本
田
愛
子

　
事
務
局　
荻
沼
清
子　
／  

端
千
枝

　
広　
報　
五
百
木
幸
子

　

�

幾
田
恵
理
子
、
入
江
眞
知
子
、
大
室
章
、
黒
田

か
ほ
る
、
小
泉
靖
子
、
沼
田
祥
子
、
野
口
浩
子
、

藤
原
妙
子
、
宮
川
ユ
リ
子�

（
五
十
音
順
）

　

二
〇
二
六
年
度
も
、
こ
の
よ
う
な
世
話
人
会
の

体
制
で
、「
新
老
人
の
会
」
の
趣
旨
に
沿
っ
た
活
動

を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。
ご
意
見
、
ご
要
望
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　
以
上
、
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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個人・家族会員� 5,000円
賛助会員� （一口）10,000円

「新老人の会」東京

会員募集中！
年 会 費

2025年（11月現在）会員数156人（144件）
2024年　会員数220人（188件）

■発行所　日野原重明記念「新老人の会」東京　〒102-0082 東京都千代田区一番町29-2 進興ビル４階　電話・FAX：03-3265-1909　
　Eメール：t.shinrojin@ɡmail.com　ホームページアカウント：https://shinrojin.com/　■発行人 石清水由紀子　■編集責任者 五百木幸子　■印刷 佐川印刷株式会社

編 集 後 記
　お健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　今も戦禍や自然災害に苦しむ人々に想いを馳せ、一日も早く穏やかな日常が
戻ることをお祈りいたします。
　先ず、春の企画として、3月26日（木）に花見を兼ねた東京の「はとバスツアー」
を企画しました。毎年開催している「能楽鑑賞会」は、6月24日（水）に実施
します。参加ご希望の方は、同封のチラシに沿ってお申し込みください。
　今年も、会の趣旨に沿った魅力的な活動を展開しますので、皆さまのご参加
をお待ちしております。


